
 5 

 

Ⅱ 調査結果 
 

１ 男女平等について 
 

（１）男女の地位評価 

 

【分析のまとめ】 

 

県調査では「学校のなかで」を除くすべての分野において、『男性の方が優遇され
ている』が高い状況にありますが、年々減少傾向にあります。 

国調査と比較すると、「地域のなかで」で男女平等に対する意識の差が見られます。 
 

 社会のそれぞれの分野での男女の地位について、平等と感じている人の割合が最も高いのは、

「学校のなかで」となっており、県調査では平成 12 年から平成 21 年まで４割を超えています。 

 その他の分野においては、『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合が高くなっており、

特に「社会通念や風潮で」、「社会全体で」については６～７割程度となっています。また、「政治

（政策決定）の場で」についても『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合が高くなって

いますが、全体で平成 18 年から平成 21 年にかけて 7.6 ポイント減少しています。 

「法律や制度の上で」については、『男性の方が優遇されている』と答えた人の割合が全体で平

成 12 年から平成 21 年にかけて 8.6 ポイント減少しています。この分野においては、男女で差が

みられ、男性は「平等である」と答えた人の割合の方が高く、平成 21 年では 49.1％となってい

ます。 

 時系列変化をみると、ほとんどの分野で、徐々に意識の変化がみられるものの、『女性の方が優

遇されている』が増えているのではなく、『男性の方が優遇されている』が減少するというかたち

で変化していることがうかがえます。 

 また、国調査と比較すると、「職場のなかで」において、国調査では『男性の方が優遇されてい

る』と答えた人の割合が時系列で増加しているのに対して、県調査では減少しています。また、

平成 21 年調査の「地域のなかで」において、国調査では「平等」が最も高くなっているのに対し

て、県調査では『男性の方が優遇されている』が高く、依然として地域において男性が優遇され

ている状況にあることがうかがえます。 

 

 

※『男性の方が優遇されている』は、本来の選択肢の「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえ

ば男性の方が優遇されている」の割合を合計したものです。『女性の方が優遇されている』は、「女性の方が非

常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の割合を合計したものです。以降の

ページも同様。 
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（２）「男は仕事、女は家庭」という考え方について 

 

【分析のまとめ】 

 

県調査では性別役割分担意識に変化がみられるものの、性別や年代間で意識の違い
がみられます。 
 

 「男は仕事、女は家庭」という考え方について、県調査では「同感する」と答えた人の割合は

平成 16 年から平成 21 年にかけてやや増加しており、平成 21 年では 10.2％となっています。ま

た『同感する』と答えた人の割合は 43.8％となっています。一方、『同感しない』と答えた人の

割合については増減がみられるものの、平成 21 年では 49.0％となっています。 

時系列変化をみると、平成 12 年では『同感する』と答えた人の割合が『同感しない』と答えた

人の割合を上回っていましたが、平成 16 年から平成 21 年については『同感しない』と答えた人

の割合が『同感する』と答えた人の割合を上回っています。 

男女別にみると、男性は各年ともに『同感する』と答えた人の割合が高くなっているのに対し

て、女性は『同感しない』と答えた人の割合が高く、５割を超えており、年代別では年齢層が高

い人の方が『同感する』の割合が高く、性別役割分担意識の違いがみられます。 

結婚の有無別にみると、男性は『同感する』、『同感しない』と答えた人の割合はともに平成 12

年から平成 21 年にかけて増減を繰り返しており、既婚の男性は各年ともに『同感する』の割合が

『同感しない』よりも高くなっています。未婚の男性は各年ともに『同感しない』の割合が『同

感する』よりも高くなっており、結婚の有無によって意識の違いがあることがうかがえます。女

性は既婚・未婚ともに『同感する』と答えた人の割合が年々増加傾向にありますが、各年ともに

『同感しない』の割合が『同感する』よりも高くなっています。 

 平成 12 年と平成 21年の『同感する』と答えた人の割合を年齢別に比較すると、男性は各年齢

層において平成 12 年よりも平成 21 年の方が低くなっています。女性は平成 12 年、平成 21 年で

大きな変化がみられない状況です。一方、『同感しない』と答えた人の割合をみると、男性は平成

12 年よりも平成 21年の方が高くなっています。また、平成 12 年の『同感しない』と答えた人の

割合は年齢が高くなるとともに減少しており、50 歳代では４割を切っているのに対して、平成 21

年では 50 歳までは５割を超えて高く、60 歳以上についても平成 12 年より高くなっています。女

性は 30 歳以上の平成 12 年、平成 21 年での大きな変化はみられませんが、20歳代は平成 21 年の

方が平成 12年よりも 10.6 ポイント低くなっています。 

 

 

※『同感する』は、本来の選択肢の「同感する」と「どちらかといえば同感する」の割合を合計したものです。

『同感しない』は、「どちらかといえば同感しない」と「同感しない」の割合を合計したものです。以降の 

ページも同様。 

 

 
































